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手庁官官の開館にあたって

経左文Ill！は、 Ill尾州務の「lill文w」として雄政II.刊にからIVJifけHdJ；、そして大正 .ll{Hilと受けつがれ
てきた由桁ある文化遺産である。lj¥)d表まもないII｛｛利25年、 r.1 1 11~tl市の所竹・するところとなり、今年で

33年の年月が経過した。市に移竹された文＠は、徳川家ゆかりの現代地に世かれ、官26年秋より一般

に公1mされて今日に至っている。このHIJ、口重な文化財の似存という使命はもちろんのこと、これを

広〈活用される方向で努力されてきた。それは一部研究者の平ljJIJという放をII＇，て、新しいJI.＼＇代の 1jJに

おける史料の活用をはかつ てきた。 文庫の図刊日蝕の作成山）~反をはじめ、市街1] 70周年記念として見引く

｜刻係の史料を集大成した「名古屋；'i¥ZiI~：」正統48巻の制集 · 1un反という大引業、さらに文hi＼市移管30年

記念として「名古屋；'R~l：三制」 20巻の編集事業という、地II~汀iJf究の」二に市lj 日すべき ・］＇；.業をなして

きた。また文I~！所信－の rL1J-也図の桜製出版など、広〈市民に，悦しまれる・p;.；位を手がけてきた。歴史に対

する一般の方々の｜剥心もt:iまるなかで、w版界や政送界からの文Jill資本lに対する市川j立も.ti;'J}Jllし、従

来の施設では対応しきれない段｜滑にきた。そこでl円米の地設の西fl!ljに新しい文泌を建設することにな

り、3附；建、延900m＇、lfli目を一新した新館の完成をみた。

新館の完成にあたり、改めてII［！和24,5年、rlH多？？を

めぐる当lk＼＇の市会などの記鈷を調べてみるとき、 lj史災に

よって！主土と化した1'1r11l五Tl'iにと って、住宅住設など復

興に背しい財政下にあって、あえて移竹ーにff・う財政上の

負411.を党’｜行の上で決断された、ときの坂本市長をはじめ、

l打幹部の英断というか、行政2反としての先』J:I

らながら3丘のさがる ｝，~｝，いがする 。 今｜二l でこそ脱史j立産と

か歴史ブームとかdi民文化などカ＂ l/lJJ必悦されるが、当H寺：.－圃副

／ 

／ 
，，， 

は文化よりは衣食住が問題であり、 .，I ~：緋よりはノ、ンが必

裂な時代であった。この度、文庫の新しし、JJf.JftHにあたって、改めて先人のご脊労のあとを記し感謝の

新館書庫（和装本用）内部

芯：を表したい。

dll込のi'i:ifi；ーな文化j立11lzとして、8万点にのぼる，＇Hi'i-と、これを収める文hli.は往設された。文化H1を

保竹し、 ~Wr.\＇ーすることは文JoHのもつm.裂な使命の一つであるが、これを今後どう治j日されるかが、こ

れからの諜題である。r.,11出は文化不℃とか、文化不イl：とかいわれることがあるが、私ども当’］＇；.ず；か
らみれば、市内には当法Ji：文Joliをはじめ数々の山祁ある文化財が保存されており、それを生み、打て

てきた歴史がある。，1；きよさ（J..；統がある。｜問題はむしろ、それら歴史ある｛ム統の＂＇か ら$frしいものを

fllj j立していく姿勢が間われなけれは‘ならないと A与える。文化不℃といわれるのは、一古IIの心ない人々

による発言であり、 r.,111五には名1111￥.らしい文化が17-イl：しており、今後はむしろd1l（サイドのi!i川の

姿勢こそ望まれると々えている。

注ゐ：文l • H長久 Ii: ~I~ 犬

n
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重両｜扇GJ~

展口口口名

一新館｜井rn日記念

蓬左文庫 10.1仕）～11.27（日）

注ii＂：文；＠が；｝＇， 11 d~.d7 イi となり、 JI（｛和25年 9 川、点以からふるさとの名，1,jぷにもどって以米、 i1日i33年

当初jのII~ι1：：数はがJ 6 )j 5千店、でしたが、その後の購入分や諸｝］からの＂！.fll1的分を介わせ、になります。

しかし、必礎となるものは、やはり、徳川家J,)tlll必の「駿inf現イl：数は 8h.'.'i、をMiえるに明りました。

それらの多くは屯要文化H-1・の桁定を受けてい1~11. i i~本」で、そのなかには数州のイt. ~）（文＠ ;j，.：をふくみ、

ます。

’ぶhUのザ：｜十lJへの IJf.JllJ~は、今川家の人＇l'f 11.'i代に、義J乙の政治および1 i(•j q/Jilll］として川町l：した 11:::;i(i;j：、の

，~·：iw ；·太 IJ~l ！，］－；’（：（’i;・t.r lから教えをうけたのに始まりますが、 lj史liilの｜りも終ろうとする米」l二の末ごろから

にわかに文部（への｜見l心を ，~·：jめ 、 j[ -lll:f;/,j ’下のトll といわれる雌Jj,(-1笠間に山Ii ＇ドし、’下手うーのW IJ 、 .1 rnrの収集

その｜晩年に！必っや 1:1H1:1J 、文/ii(の ：\Jl:立ないし修似などにブJ を i i：いだこと は！！記~：に lりl らかなとこ ろです。

た股iuJ文wは、 t't. ：，：：ともに‘1'1ll.'i11土，・，＇：jとど－えられますが、家wの死後、一郎を｜徐いていわゆるご三家
'i＇でも 、今II、はぽIJ；心IKを似っているのは、！出t家の分、すなわち坑注）＿，.. 文J.j.'のlilJ,i泉本！こうj-,i}｛さjL、

これが本文wの大きな判色となっています。 また、 1~11説本をふくむ干11,1 ：： . 泌総 ・だけといわれており

•:UJ.((t下本などの ，＇（＇j：もし くは 111 1~1.ii 本のほか 、 l己リJ~史料 ・ 1:1ti ,1r・111絵｜χ｜など、，；北・，1；：のやf(Ji([がきわめて多〈 、

I＇サ作 ・ 形式としにたいへんバラエティに山み、「本の t•.'j:物館」としての夫＇［＇［ をそなえていることも特色

といえます。

市立：：ー文化！！1＇を 'I ：心lこ各分~＇ j·の代表 （I （） な資本｜このたびのIJ(d ；は、 $Jj·fo";J)f.Jfo＂；を 1記念する総イ~｝］.｛ として、

会場の設11iiiがなお十分でないため、 50H!.にililll;Hされ、すべてをそろえるまでをII¥ I場i~ 、た しました

4
司
川
川
氏
物
語
（
主
文
）

ム
ジ
家
り
ゾ
b
d
h川
l
i
のハ

of－－J
ク
、
九
内

i
b－－

17
ム
？
？
？
に
A
蔽
T
A
V

M
ハ
い
＃
1

（
わ
っ
l
れィ‘
よれり

f
lイ「ム｛
U
3
t
b

j
L
r
T
会
？
リペ
j
hて
じ

t
l

－－
F
7h
川

L
〈

f
t
Hリ
コ
ウ
－
dv、ハ
1

1
i
占

1
t

7
Hわ
い
と
わ
1
M
J
？’

q
て
ゆ
J

留
す
I
Jゃ

い、川
し
け
1

l
Fげ
行
J
J
nい
H
4
7
H
E
Z十／
f
l
r
4

7
4
i、

竹

r
bt
f
h
i
t
－
オ

t
l
yん，宮

7t

’
？

f
b・1
v
fj
J
－

r－
gpH
ら
rl
I4
1
7

1
J
F
JJ
J‘に・

1
1
t？
υ
J
h
つ
FMハ－
E
r－－、

にはヤり ませんでしたが、今後はその t~11iii .充実をrn1し、一

〉じのテーマにむとづく 作州の；＇¥;II門以を合plijしています。なお、
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絵凶のJll(jとし、み分野ではl成立の年代に従いました。
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「蓬左文庫名品展」出品目録

〈重要文化財〉

1 統日本紀 ’i'i''J!f・』Ii立さ年制 鎌合II年代：与（巻l～10慶長

19.if三制i：写） 金沢文！！II本政戸H制1,lfH~ 40巻40 ~~＂

2 . f寺中群要同！よねIfr' };{,JC 4 if三(1306)2/

北粂i'illJに，，，金沢文1!11本駿伊Tl割l.if!;j' 10巻 IO ~qh

3.源氏物語河｜人H' 鎌fT時代：写正tfr2年(1258)

北条尖H寺！処：1:: ~［ ii｛文l!H' 54巻23illt

4.論言者集Iii干 （ ~ ）例法制疋応2年 （ 1320 ) '.Lj: 10巻lOlllt

5.斉民要術 （後紘）！川、似際文ノ・k.11年(1274）北条笑

時奥1！~ ~r: il~文!il<.<fi: 駿河i却J島本 10巻（巻3欠）22制1

6.太平監J!;!.)] （ 宋）五1拠隠~H史 家引j( 座長•！ ·~Ii写あ 1) )

イfi: il~文＂＇＇本 L段i可f同1.1員本 100巻目 1巻511111

7.高Ji:U史的要 （~Vlffi'f： ）令京端号、;jjli

(l,VJffiy:}対必4年(1453}Tlj 11;f,1';'j"本 351Jl35 IIけ

〈和書〉

8. 日本 ：jl~： k：じゃ，，代巻 合人組←E等制度長14年

(1609) '.Lj'. ト百！Ufd.！.！払1::駿河御.H!本 2巻 21llt

9 出去：回｝！ft~土記 江戸 II料~fJJ JUJ'.Lj'. 

外題徳川義l在~，，， 1 lilt 

10.万業集 iJ:F時代初rn1:y：・ 平仮名本 20巻2011甘

11 作家文1,'[ fr lh(j立以fr'江戸H年代初JYJ:Z:j: 12巻5II甘

12. j二佐日記紀 n之片 江戸時代初JUJ'.!.f 1 IIけ

13. 竹1[51.中勿Mt 宅urru年代末JYJばiり llllt 

14. ii~（氏物語 ＇1 1 i·表紙本 初nru.与代り

fi.;i'i~'i.縦j：等~，.， 54巻54lllt 

15. 大J.fl:(・J止剤取） 宅lllf時代り 31Jl3111t 

16.三ー卜六人家集

17.方丈記

υ；F' H与代初JYJ'.Lj: 36巻36111t

11!£'; t~ I リ Ifr' 艇長'1• FIJ ,1；川’H王

駿和Ji~J,lft;j>: 1 lilt 

18.東鋭 ιl；戸時代初JYJ'.IT 69111)-

19.保元平if；物語 慶長年lllJ写駿河i同J,lft;j>: 5 lllt 
20. i/J；（平雌哀記 桜長16.!'.j三(1611）り 48＇｛き48111)-

21. .w1i見 応ノk9年(1402)'.Lf 3 IIサ

22. 夫木和；；欽J少 必IJ;¥Iぶ，•；－細江戸時代初JYJ :ti: 371Jl37 II日

23.つれづれぷ守llJ（ト百II)~ftHfr' 

i.［戸時代初IJJUI写 家良絵本 6 lllt 

24. i彦紫社l令ilfil氏 側II・・／純彦作［Ejl'l ~lij 

文政11－天保13年(1828～42）一Fil 38制m111t

25.犬の草紙 笠心fill栄作山［Ej等阿

リL化4～lリlif; 2年(1847-69)Fil 52制2611仕

〈漢籍〉

26.周易巻7～11 ( N H:nJrn1 a: 
Ad：~5 4年（1384 ):y：駿i•ifl前J ，］良 ;j' 5:&211日

27.係武イー兵法 (1りI）郷：l訂正 1りIFil （点的年l:IJ)

駿inf衝し；f!;j;: 2巻 llllt

28. l}f代君臣図fft (llJJ）周進l；引先
( •:vi鮮 ）づ~ ·：V J トi)jJUJl'lj j:j＞五IJ;j' 2 1.Jl 2 flit 

29. 1作：2~： if1要 (llf)銚徴撚元利 2年(1 616 ）刊駿iuI版

駿iflJii同1.m本 50巻（3巻欠）47 lllt 

30.李太白詩 （ぽ）学J'J撲（米）似宍n等白；
u列車n~r:0·:v1Mm川 内約三七版

W:.<:1官iJl,制I.；島本 25巻文集1巻15Ult

31. 1'1工音II詩 (I.If)社III撚 （米）附川仁等制
ノkf日12年(1376HIJ Ji.山！坂駿i可1両JJ良本 25巻131｜ II 

32.、白氏文Jg (lg) i'J ),• 
調Jl~j：平洲 ILi 日長 71巻1811仕

33.三国志iJi！義 （1り1)¥(1¥;j;:j巽 （IYJ｝万｝符19年0591H I J 

店主河i制J,l!l本 12巻6Ult 

34. ~J燈ま~j·話 'r 1Jjq!( (1りI)VIH削先 （判断．）丞占）j子住

（ 削鮮）.；；~ ·：VJ 初＇!JUffiJ 駿刈i前JJft本 2巻 2lilt 

35 . 三国造t-~J·; （日開）釈ー然撚

{(VJ鮮）正徳7年 (1512）干lj 駿i11fl前J,l興本 5巻 2lilt 

36.楽学軌範 仲間io)J制見苦手際 （ 朝lffl.O .；；~ ~VI初JYl+IJ

l授伊I御，］興本 9巻3flit 

〈尾張史料〉

37 . 布，，紙宝.i.u~ 徳川義1U:fr' 正I~3年(1646)1子

阪本 9 ：＆付図1巻lOlllt

38. ~長州府宏、 校平！／~· 山等制 江戸 II与 1~ '1· JYJ写

)J;(;j正 30巻十j図l'l'Jl26111t 

39. •J長fl-Jiff：志内総点 rll ~守 江戸時代中JUJ写 1;1r1叫 lOO!llt

40.尾必志 ｝来日l正昔IH芥尖）等制 天保15年（1844)'.!T

l瓜本 61｛き61flサド112114枚

41. 金城i：，，~古鈷奥村徳（｛！日義弟 江川時代米JUJ：与

IJ;¥,j王 65巻付1巻66llU・

42. 熱田祭実年中行4j＼.図会江戸時代末期写原本 ！Olllt

43. t本平会物品目鈷 符Tl社側 天保6年(1835}Tlj

内（t彩献上本 1 JIU 

〈蘭学資料〉

44. jij引本新書杉Ill 玄ド I ~寺：訳 安水 3ip ( l774 ） 干IJ

4巻・図1巻5II甘

45. 日本文典原則；Proeveeener Japansche Spraakkunst 

ドンゲル ・クルティウスfr'1857年：FIJ ライデンl坂

j五 •Jlh羊学fi'lil 円蔵 1 II甘

46. 映画J.Ji:論柳何点三訳fr'Jじif；元年(1864）写

l'liltイド J子［I1 !Ill 

〈朝鮮通交関係資料〉

47.削f(iif：固三使口占J［；節句 天初2年（1682）写 版本 2；凶

48.朝鮮人物品H丈f,0,('t之図 文化8年 (18 11 ）写猪飼正宮~m l軸

〈古地図〉

49.尾府名古屋図 '.oj(;j( 6 if二(1709）ばl写 1相＂

〔49’．名ti屋図 立保18年(1733）頃：q: 1制＂〕

50.新板・H日It大坂東西南北川崎之図
IYJl!t元年(1655）刊 1枚
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圏直十嵐にじj 資料紹介 ④

「山谷黄先生大全詩註」 （栗田文庫蔵）

本文1 •1；に伝わる駿れ1Jj;tiJ ,,J~ ,-j－：が、 lりl治 5ij三の「i:r11hr:r-1ao11払」により、 J立憾ながらその約三分のー （（i

数卜内I S ）を散la；した・J•；＿↑11f はすでに制介した（注1-dIH O ・ 11 ¥J)が、この散j生した文J・11111l説』！？のl;)j－イlを

的必し 、 できうる ｜決り収集に努めることを 11 出に、今まで，制作を if（ねたキ，＇；~－、約三 1 -m1についてはそ

の所イl を倣必し、しかも、その l人j 「 ilJ；（・ 1 <1t,~ ぷぷ」 「｜術象 山全県」の二i~llは只いIAすことができた。 今

後は、さらに欣i主；,-j－：の，o:.i作を進めると 1.;]11与に、所イ1：のつかめた本については、この棚に制介してゆこ

うと jよLう。すでに、 lEJ会l:.<I, 1:: fif\ に収泌されていた十 七日IIについては、 Ii：！＼介がj汽んでいる（法ぶ~ilQJ.j-) 

ので、今川は；~l 川文"1< ( ,1;'1_必IllJじ次氏の収集にかかるlみ.，1::mで、 「riIJ椛！？と縦j己」をはじめとして、
i'i:引な山”j:-1~ ・ , 1 ,-F1J本に山む。Ii:i ：.~ で” ljl)( 災に j温い、その人·＇i＇＇を焼失したとはいうものの、 JJlイlーでもな

お、 H , 1::1Yf--1~ の’ iO•H である）に 1Yr1みされる「U！？千此先生大全，i.'t,; I：」をとりあげる。本J；は京川文"1＜を

’・'2け車｜れ、でおられる必lII:・必次氏（:r, ,1,-Lt di H行手Ill亙）のご，・，＇：j配により ，O:.J1tの機会をf！｝、さらに、 11企j!J:マ
イクロフィルム化して本文仰の資料としてJJJJえることをお，；＇r・しいただいたものである。

山谷賞先生大全詩註 （｜人l)lij) 9巻 （全20｛＇.きの l人l、在 6～11、18～20を残す端本） 3 lilt 

外出ー「h'I:山作，＇；＿＇j-"I:」 主lllf十'1)Jtll Fil〔／ 1~ 1111:1i〕

.j・法 タテ27.0×ヨコ18.5仁川 llLJ),';J lド.jlJ<-ms；，.＿：訂以jlJ) イT料 111 j・2Q'j-: ( · 1~ _li'.:!) 

ベモ160l kJ~袋 ,-j.: l ’ i 茶色）！1.0lJ!.~iUdi~ !ltfilあり （災Jrfl~.fll\i1守） 朱 ・ ）.~u：：人あり。

巻11抑制外に小さく 「；j－：」（ ｜’l文） とあり、五I]1-_f，か。 之さ l O ~i 9 ！！主に布Ii下ーあり 。

｜て：jl，：己 「口〔点カ？〕村」 「ld'IJ,-j.：」（ IJI) 「必Ill氏珍l桜之J己」

,-j.:, 1 ：：ーは、 iJ•J !il 米代の持人、 J.i'I: 山谷（嵯1:1 0 1045-1105。必J.Ju-1良川のllLJ学ーI：のひと りで江西持派の制。

北米のllLJ大家の内）の，...,, u~ に tj：釈ヵ、はどこされたむので、伐念ながら 9どきを伐すのみの端本ではある

が、 r j,l"jl本」｜て：jlをイiすること、および本立；Joi<に伝わる f付恨の 「1:r11,1:=r:r11J:，んからみて、 llJJif; 5 if.にH、

いII＼された！即日Jf.l"ll,,fH.：にまちかいない ちなみに、 J乙和 3 年 (1 61 7 ）の｜ ｜ 鈷 d：：~~1~3＞には r111谷 ／ 

1111 」とあリ、それ以後のむのでし lllJ· 数は ！”l じであるから、むとらとは完本として IG•JJ~ ；得文Joi< に｛ぷわ っ

たか、打、い II'. しの 11.'j•点か、それ以後に、 M らかの・F-i'11i により 3 lllJ・だけが:!.ll川文I.Jo'に入ったものと 思わ

れる !.lt-tJiかかなりひど く、必IllJじ次氏によれば、 「!ltm以しさを今Mi修す !lt 打 iが~1、の IJ;(IAI なりし

ならん」 （『来凶文j市内本，1::U』）とあるか、払の）J;t凶については、むしろ逆の場令の万が多いようで

ある。いずれにしても、 l乙次氏によ ってMi修が行われたことは、イド

,q：にとって、ドいであった。次に1:1式式についてて，cf）るカf、これを，」~ 

（あるいは jじ） 1:1-iとみるか、』；VJf,((I; 

“ ;IL f」11.山J:Jiの－H.とみるか ・1qJ ltJrのむづかしいところであるが、
「；j・：」という主111・.r，とおぼしきむのが比られる点、および，.I'dぷ本の比
較検，；-t(JI I i~!fl一同氏『／ 1~ 1 I J J:lxの研究』）のj点以から、本lllfトJ)J(JJの ii.Ill

版 （純米 FIJ,-j－： ）とみるのが、むっとも友ー勺であると込i、われる。なお、

参巧ーまでに l己必泌，1：：物.tj＞，＇.行の比 ffJ午をIi：！＼介すると、彼らも ,-j.:,1：：の被

いには lーを焼し、たとみえ、＇［，，＿：ノ k9年（1780)・ )(Iり12年（1782）のlIH 

<148 46、148-31>には、 「），If本」とあるのに、 党政 Sif-(1796）のlI 

鈷<148-30＞では「帆f!.ff{li」と笈わり、 1i：長，1::11Hのうちでは：記述の

llll:ーも，：rしいパ｛米 7.・q三（1838）の ll;'iJ<l48-28＞では、 「此lil'll本公ノ・kk

IVJlill 11 Hニハ／，lf,-j.：トイf之似1!1・JI< •:•JJ f.ff.f.反ニ 1flild'lli'i~似」と 、訂正の行を

ことわっている ,;J 11：の似拠ヵ、述べられていないのか、伐念て’わる。

なお、 Jj>:,q：の他に、本立； l•I；には本lllfll.'ffにの11;'If_ /j.： 「l11 l'f-... '" u~ .. 1:」20
「Ill谷此先生大全詩設」 どさ201111・もあって、 1.;jしく l校刊Jl,llJ,.){ -1• として伝わっているので、十lけ

~ 6 巻頭 （~川文J.111滋） 加えておく (1l1-1q 
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出版物 臣告＝

見

f, 11i L-tl dl注左文w11w~＝分 Hi ll H( S . 5!11三 HJ) 4, OOQFLJ 

r. 111 hl i1u釜le.文庫淡路分~ii ll H ( s .soi1三HJ) 3, 500円 蓬左文庫所蔵古地図複製（s. 55～57年刊）

各 1,800円No. 1～No.11 

r. 1'ihii11注左文).j(11i文；1：：・111絵i;RJllH( ｜百l ) 2, 5001'1 名古屋筆書三編~12巻（s. 56年刊） 3,000円

尼崎久弘、コ レクション ll H ~"l－～三集

( s . 52 ～ SS .i i~ FIJ) 作 1,SOOPJ 

r. 11iL-tl治A
r. 11i!-tl；段。1出i制点引（S . 4 7 if-HJ) 
r. 11i1－；｛；佐.＇：＋，＇c制総IIH( S .44if-Flj) 
iヰ ;j~f!J早足fi l~I鉢第一～三日H S. ssi1~ 11』 J~~:i: )

II ;j .： の 11 i UI~ ＜法j正文w1·xifk >(s .52iドHJ)

注；，.：文＇＂＇.ii（，（氏物，ihl:xlH(S . 53-11二FIJ)

700PJ 

400PJ 

同

同

同

同

第8巻（s. 57年刊）

第16巻（ 同

第19巻（ 同

第17巻（s. 58年刊）

3,000円

3,000円

3,000円

一横井也有全集 中一 3,000円

500円

1,500円

300円

作 3001'] 堀田文庫蔵書目録（ 同

2001リ 蓬左文庫図録（ 同

300PJ 蓬左文庫絵薬害＜8枚組〉（ 同

＊以 ｜の :J\ nhi物は 、 本文1+·1q主主において ！iii イI i してい ま す。 到；j詮 (1~＂11の ｝j は剣；j毛利が必t!ですので、お J/:J い介

わせ I；さい。（ ただし、 11d也｜χ｜ 阪会~Iま ~q；送イJ11f) 

*r r. 11ili{,f'J .1：＝三制」（20.& .十1・1 ＞.＇.き）のmi～5J11J配本をIii［イIi111です次1111配本（~l 4 在 、 l ：村、 iJ j; i凶 ~｛ ~~~）は 、 JJl

(1:1:1111:11 1 1• ですので， もうしばらく おlYちドさい

*lfj;iド、 ’・::J:!W：いたしました 「白iiil；皮ーよ火山l¥111l白。1：：」の分以llHを、米ij'.1I• に FIH 1＇.ーするチ定です 3

I> I> I> 利 用 ご案内 寸寸寸

I>開館時間 午前911.¥'30分～午後511与

じ〉休 館 日 fo:JJ UM 11 ・ ~＼ 3イ仁川』II（航｜付税.t1J!11 ) 

I II E~＇に，RなるI品 fr:; ll S/il日J!f:.11 ・ 火 l~ ！f:\
Hlll I 11 

\lje~＇ ” JI・大jj；、館 I 

I>閲 覧 館内に限1）、鈴外l'iしII＼し1；いたしません

（閲覧本｜）汗）I』i:XJ.1): 1!1.F. :f'i 

抗生日｜χl,1:: イl:f＇・H l庁l¥35011J) 

随時政，1：：の一郎を｝Ji:1); I>展 刀Z

（特別民を｜徐き入場無料）

I>複写サービス 持j凶灰J,1 ）：ーの うち 、 保存 ｜二；；i~l＼：（のない

ものについて阪リサービスを行いま

す。その他、マイク ロフィルムの平IJ

JIJ、’1Ii ·~： Jlt):;i~の 111,; ,• 1 を受け付け ます

ので、ご ~~l ·Hの L、ニ. ~＇ I Li炎ドさし入

名古屋市蓬左文庫

干46 1 名 ， ＇ ； ！五 TIT 見~ lii!t＇ 川 lllf]OOl 係地

fi( 052 )935-2173 

(diパス料1-11'.:;¥dllf北 l川
Ill I I lllf点 500m

_±H 

. ＇＂パス新：11米I[
i'.1111 1町・r.. "w.駅 i'.k松 I° l山ヶ正

.，，，，，ス斬：B!fl町

「蓬左」第15号 会ll?Hl158年lOJJ1II1t1 t 会制民 ・1t1i・ : f, 111 Li市注左文Joj(（京区徳川lllflOOlf存地）

女無事｜ 会不定JUJI・＇IJ行 会l:'.1J!1:11：大｜日j1:p11:1J（点区.）jl2 -3一18)
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